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先秦 漢 語 にお け る"其"の 機能 につい て

山 崎 直 樹
(早稲田大学大学院)

This paper argues that"qi(其)"of Archaic Chinese in this sentence

"王 室 其 有 間 王 位"is originally a anaphoric pronoun and has the two fun -

ctions simultaneously, as follows:

1. "qi" focuses its preceding noun phrase.

2. "qi" changes its following predicate phrase into a nominal expres-

sion with subjunctive mood.

This paper also proposes the hypothesis which explanes how "qi" has

obtained these functions, and intends to synthesize the various functions

of the pronoun "qi", which have been explaned respectively by many
Chinese linguists.
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1.序

本稿1)で は,先 漢 語 の"王 室其有間王

位."(王 室には王位 をね ら う者が出 るであろ

う。)2)のような文の主語 と述語 の間 に現れ る
"其"を

,三 人称代名詞 に由来 し,次 の二つ

の機能を同時 に もつ もの ととらえる。

甲.主 語 の焦 点化 。

乙.述 語 句を名 詞的表現 に転換す ることに よ

り仮定法的 ムー ドを もつ句 にす る。

そ して,上 記ふたつの機能 をもつ に至 った

過程を設定 す る仮説 を提 出 し,従 来,個 別に

2.2.2."其"の 位 置

2.3.あ る べ き方 向

3."其"の 用 法

3.1.属 格

3.2.主 語 ・目的 語 に な る 節

3.3.従 属 節

3.3.1.前 提 節

3.3.2.帰 結 節

4.結

説 明されて きた"其"の い くつかの機能を統

合す ることを 目指す。

資料は主に 『春秋左氏伝』 を用い る。それ

は,本 稿で扱 う形式が生産的 であるテ クス ト

は,他 に 『書経』 『詩経』 『論語』 『礼記 ・檀

弓篇』『国語』があるが,用 例の絶対量 とい

う点 では,『 左伝』 に勝 るものはない か らで

ある。 以下の用例で,(哀1),(昭26)の よ

うに記 してあるものは,そ れ ぞれ 『左伝』の

「哀公元年 」,「昭公26年 」を指す。
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2.先 行諸 説の検討

2.1.主 語 との関係

この"其"を 主語 との関係で論 じたものに,

藤堂1953と,Dobson1962が ある。

2.1.1.藤 堂1953説

藤堂1953は,イ ェスペルセ ンの用語を借 り

て,こ の"其"を 「想起詞reminder」 とと

らえてい る。「想起詞」 とは,「主題 とな る語

をたえず反復 して,そ の主題につい て述べて

い ることを相手に想起 させ,語脈 を一貫する」

ものであ る。そ して次の ように述 べ る;「上

古漢語 もまた主題詞 を反復するのではないが,

指示詞を想起詞 的に用いて相手の注意を喚起

しつつ,語 脈 をつ な ぐ……」(195)。

2.1.2.Dobson1962説

Dobson1962は,先 に挙げた例の ような文に

対 して,主 語が強調 のため外置され,主 語 の

人称 にかかわ りな く,三 人称 の 承 前 代 名 詞
"其"が

,主 語 のあ った位置 を埋めている,

ととらえている(89-91)。

この,Dobson1962の い うところは,次 の

ように解釈で きる。 日本語の例でい えば,主

語が外置 されていない形式が,(1)aの 文 とす

れば,外 置 されたのは,(1)bの 文 であ る。

(1)a[南 極は氷の世界 であ る]

b[南 極i[そ れiは 氷の世界 であ る]]

(i=同 一指示)

Dobson1962は,(1)abに 挙げた現 象 と類

似の ものととらえてい るのであろ う。 しか し

この場合,"其"を あ くまで代名詞 と して使

ってい ることにす ると,次 の,

(2)a吾 其奔也 。(僖23)「わたしは逃げ よう。」

b女 其行乎。(僖24)「 おまえは行け。」

の ように,主 語 が明 らかに一 ・二人称の代名

詞である場合が問題 にな る。Dobson1962は

これ について,特 に説明を していないが,[代

名詞]→[主 語外置 の標識]と い う変化 の過

程で,人 称の一致 の機能を失 った とする説 明

をすることは可能である。本稿 の問題 と直接

に関連 はしないが,三 人称代名詞が コピュラ

に変化 してい く過程で,人 称 の一致を喪失 し,

主語が一 ・二人称で もその三人称代名詞由来

の コピュラを用い る言語がある ことが,Ben-

veniste1966に 述べ られている(邦 訳177)。

上 の解釈 も不 自然 なものではあるまい。

2.1.3.ま とめ

上述の二説 は,次 の ような意義を もってい

る。つ まり,一 般 に"其"と い う表記をもつ

形態素は三人称代名詞 とされ てい るが,先 の

例の文中の"其"も やは り,(1)品 詞 としては

三人称代名詞 で,機 能的 には主語 とかかわ り

をもち(藤 堂),(2)そ の機能 とは,主 語を強

調のため外置 した とい う標識である(Dobson

1962)。

2.1.4.主 語の焦点化

本稿では,§2.1.3で 述べた機能を,"其"

のもつ主要 な機能の うちの一つ と認めるが,

Dobson1962の い う 「強調」は も う少 し詳

しく定義す ることができる。 まず,次 の例を

見 られたい。

(3)a子 貢 日;"如 有博施於民,而 能済衆,何

如.可 謂仁乎?"子 日;"何 事於仁.必 也

聖乎.尭 舜其猶病諸."(論 語 ・雍也)「 も

し広 く民に恩恵を施 し,多 数の民を救済す

ることができた ら,ど う評価すべ きか。仁

者 と呼 んで よろ しいか?」 「仁者 ど こ ろで

はない。 きっと聖人だろ う。尭舜です ら民

の救済 には心 を悩 ましたではないか。」

b趙 嬰日;"我 在,故 樂氏不作 。我亡,吾

二昆其憂哉。"(左 ・成5)「 私がい るか ら,

樂氏が謀反を起 こさないのだ。私がいなく

な った ら,兄 上二人 もどんな迫害を受け る

か。」

c天 其或者将 建 諸,君 其礼焉。(左 ・僖

23)「 天は これ(晋 の公子)を 助け て 晋 の

君 にさせ ようとす るのか もしれない。君は

公子を礼遇 され るが よろ しい 。」

(3)abの 文で,"其"の 前の主語は,談 話

に新 しく導入された情報である。(3)cで は,

対照的に用い られている主語である。種 々の
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文献中 の例 を見 て も,"其"の 前に あ る 主語

は,こ の二つ の どち らか にあては まる場合が

ほとん どである。 この"其"は ,新 情報であ

る主語 や,対 照的主語 を よりい っそ う際立た

せ,聞 き手 の視点 をそ こに集中 させ るはた ら

きを してい るのではないか。そ うす ると,(3)

abcの 機能 を果 たす,こ の標識"其"は,

「主語 の焦 点化3)」を行 って い る,と 定義 し

たほ うが より正確 であろ う。

代名詞 で主語 を外置 し,焦 点化 をおこな う

言語 は多い。特 に ピジ ン ・クレオール言語に

多いが,例 を一つ挙 げてお く。

HCE(ハ ワイ におけ る クレオール英語)

A. sam gaiz samtaimz dei kam.(時 々,

何人 かがや って くる。)[下 線部=標 識]

some guys some times they come.[逐 語

訳]

B. jaepan gaiz dei no giva haeng,do.(で

も日本 か ら来 た連中 はおもしろが らない よ。)

Japan guys they no give a hang,though.

[逐語訳]

(Bickerton1981,邦 訳37よ り)

この言語 では,不 定主語(Aの 例)と 対照

的主語(Bの 例)の 場合に標識が現れ る。

上 で述べた 「主語 の焦点化」を 日本語の例

で解 りやす く述べ ると,以 下の よ うにな る。

例 えば,我 々が,テ レビで南極を特集 した番

組を放送す るとき,そ の番組の冒頭のナ レー

シ ョンには,「 南極は氷の世界である。」 とい

う文 よ りも,「南極,そ れは氷の世 界である。」

のよ うな文を好むであろ う。なぜ な らば,談

話に最初に登場す る情 報である 「南極」 を強

く印象づけ るには,後 者の文 の ように 「南極」

が焦点化 された文のほ うがふ さわ しいか らで

あ る(も っともこの種 の レ トリックは,日 本

語では今 では陳腐 な ものであるが)。

2.2.代 名詞 以外 のもの ととらえる説

2.2.1.品 詞 とそ の意味

過去 の多 くの研究 ・注釈書 は,こ の"其"

を次の(4)aに 挙 げる ような品詞 ととらえ,(4)

bに 挙げるよ うな意味をもっている とす る。

(4)a副 詞,動 詞,助 動詞,語 気助詞……

b推 測,疑 問,反 語,将 然,未 来,命 令,

意志……

先 に本稿の立場を明らかに してお く。筆者

の見た限 り,主 語 と述語 の間に"其"が 現れ

る文は,(4)bに 挙げた意味を もつ場合がほ と

ん どである。 この点に関 して,先 行諸説に異

論 を差 し挟む必要は認め られない。 しか し,

(4)aに 挙げ られた品詞 とす る説 は,"其"の

現 れる位置か らして認め られない。 この こと

を次 に述べ る。

2.2.2."其"の 位置

主語 のある文では,"其"は 主語の 後 に 続

き(主 語に先行することは ない),種 々の助

動詞,副 詞に先行 してい る。

(5)a晋 其庸可冀乎。(僖15)「 晋はたやす く

手 にはいれ られ まい。」

b晋 之公室其将遂卑 。(昭16)「 晋 の公

室 は衰え ようとしてい る。」

c天 其或者正訓楚也。(哀1)「 天 がひ ょ

っとす る楚 を正 し,い ましめ よ うとしてい

るのか も知 れない。」

d楚 師其猶在敝邑之地下。(襄26)「 楚の

軍隊は まだわれ らの国にいるだろ う。」
"其"の ある位置は

,普 通 の文な ら主語の

ある位置である。副詞や助動詞 ・動詞等の占

め る位置 とは思われない。Dobson1962が,

「主語のあ った位置を埋 めてい る」 とした観

察は正確である。 また,語 気助詞 とす る説は,

不 自然である。語気助詞は,ふ つ う語 ・句 ・

文末につ く。 この"其"は 述語句に先行 して

い るのであ って,主 語 句に付加 されてい るの

ではない。それは,次 の,

(6)a其 亦使逆君 。(昭28)「 今になって ご主

君 を迎 えさせ ようとす るのか。」

b其 造於竟。(昭28)「 国 境 に 行 き な さ

い 。」

の ように,先 の幾つかの文に比べ,主 語 がな

い ところだけが異 なるとしか思 えない文 も多
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く存在す るか らである(本 稿は,主 語のあ る

ものか ら話を始めたが,こ の問題 は(6)のよ う

に主語 のない文 も含 めて論 じなければ ならな

い ものである。 このことは後で触れ る)。

そ の他,「 発語の辞」 とす る説 もあ るが,

これ も,位 置の上 から無理があ る。ふつ う,
"夫"な ど 「発語の辞」に使われるものは

,

文頭(つ ま り主語があれば主語の前)に あ る。

発語 の辞が,必 ず主語 と述語の間に現れねば

な らぬ理 由はない。

意味 との関連か らであるが,(4)bで 挙げた

ような多彩 な意味を もつ 「副詞,助 動詞,動

詞 」は考えに くい。語気助詞な らば,コ ンテ

クス ト次第で多様 な意味を もつ ことが可能 だ

が,出 現す る位置 が異な るこ とは 既 に述 べ

た。

そ の他,特 筆すべき論考 として,〓 敏1949,

1987が ある。 これ らでは,先 秦漢語の"其"

を古代チベ ッ ト語 との関連 で論 じてい るが,

本稿で扱 ってい るような"其"に ついては,

古代チベ ッ ト語の対応で きうる形態素 を挙げ

てお らず,「 仮定の語気"虚 擬 口気"」 を表す,

句末に現 れるのではない語気詞,と してい る

(〓敏1987,82)。 そ して,「仮定の語気」が

(4)bに 示 したよ うな多様 な意味を生む として

い る.「仮定 の語気」を基本義 とする 分析 に

は異論はな く,賛 成するが,文 中に現れ る語

気詞を認 めるのは,先 にも述べたが,先 秦漢

語 の文法体系全体(も ちろんこれはまだ全貌

が明 らかにな っているわけ ではないが)か ら

みて,ど れほど妥当性のあるものだろ うか。

2.3.あ るべ き方向

以上に二種類 の説を紹 介したが,そ の長短

を まとめてみる。 まず,"其"が 次の二つの

機能を もってい ることを認め る。

(7)a主 語 の焦点化。

b「 仮定 の語気」を加 える。

§2.1.で 紹介 した説は,(7)aを とらえよ うと

してい るが,(7)bの 説明はできない。§2.2.

で紹介 した説は,(7)bの 現象を述べてはい る

が,品 詞 としての地位 の説明は不十分 であ り,

また(7)aの 説明はできない。

望 ましい解 決は,(7)abの 機能を同時に担

えるもの として,"其"を 定義す るこ とで あ

る。そのために,次 の章で代名詞"其"の 機

能 として考え うるものを順にみてい く。

3."其"の 用法

3.1.属 格
"其"は 三 人称代名詞の属格的 な用法をも

つ(こ こでい う 「属格」 とは名詞 の決定詞 と

して使われ るとい うぐらいの意味 であ る)。

(8)観 起i之 死也,其i子 従在 蔡……(昭13)

「観起が死んだ とき,そ の子 の従は蔡にい

て……」

3.2.主 語 ・目的語にな る節

また,"其"は,文 の主語,動 詞 ・前置詞

の目的語になる節 の主語の位置 に現れ ること

もある。

(9)a其 使終饗之,亦 不可知也。(哀15)「 あ

るいはそれ(天)が 結局は(陳 氏に)そ れ

(斉)を 受 け持たせ るのか もしれない。」

b而 恐其使余往也……(昭30)「(王 が)

私 を将 として遺わすのでは な い か と心 配

し……」

c以 其不生得也……(昭29)「 それ(竜)

は生け捕 られ ないか ら……」

この用法は上述の属格用法 の拡張で,"其"

を主語に もつ節 は,す でに節全体が名詞的表

現 になっている,と して も構わ ないであろう

(また この考 えかたは特 に 目新 しい ものでは

あるまい)。 この名詞的表現 にな って い る節

は,英 語 の"It is hard to solve the pro-

blem."の 下線部の ような構造(つ まり不定

詞 句)に,名 詞的性質を もってい るとい う点

で,機 能的には近い もの と思われ る(英 語の
"to"と 漢語の"其"が 同 じだ とい うのでは

ない)。 そ して本稿で主張 したのは,こ の よ

うな用法の発展 として,次 の §3.3.で 述べ

るような用法 が現れたのではないか とい うこ
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とである。

3.3.従 属節

3.3.1.前 提 節

ある種 の複文 を次の ようにわ ける。

(10)無 理 が通れば,道 理 がひ っこむ。

[前提節][帰 結 節]

英語で,仮 定法 とい うムー ドをもつ複文が,

上 の二つの節に分けて分析 される ことか ら,

ヒン トを得た。[前 提節]と は,談 話 の中 に

新 しい場面を仮定 し,話 し手 と聞 き手の間に,

共通す る発話の前提を築 くものである。そ し

て,そ の結果 ど うい うことに な る で あ ろ う

か,と 仮定す るのが[帰 結節]で あ る。
"其"を 主語 にもつ節は

,こ の よ うな文 の

前提節 として使われ ることがあ る。以下の例

で,下 線部=前 提節。

(11)a其 亡也,以 民 為 土 芥。(哀1)「 それ

(国)が 滅 び るときは,民 を土や芥の よ う

に扱 うものだ。」

b其 有〓越不共,即 〓珍無遺育……(哀

11)「わが まま勝手で命令 に従わ ないのがい

れば,断 ち切 って滅 ぼ し,子 孫 を残 さず…」

c其 委諸 伯父,使 伯父実重図之。(昭32)

「(私どもは)こ れ らの仕事 をお じ上に まか

せ,お じ上 に しか と重ね て取 り計 らって も

らお う。」

d若 其無成,君 無辱焉。(昭26)「 もし君

が成功 しな くとも,君 の恥 にはな らない。」

e雖 其善祝,荳 能 勝億兆人之詛。(昭20)

「た とえそれ ら(神 官たち)が 心 をこめて

祈 った ところで,ど うして億兆 とい う民の

呪いに勝つ ことがで きようか 。」

(11)a-eの 前提節 は,条 件,仮 定,譲 歩…

な どの意味で使 われている。 これ らの節は,

基本的 には仮定法的 ムー ド(本 稿 はこの用語

を英語 の 「仮定法 」を念頭 におい て用いてい

る)を もつがゆえに,こ の ような前提節を形

成で きる,と したい。 それ は,"其"を 主語

に もつ節 は,名 詞的表現 であるがゆ えに,肯

定/否 定 の判断 とは無縁 であ り,時 制 とも無

縁 であるか ら,未 完 了/未 実現の出来事を叙

述 する と解釈 され るだろ うか らである。英語

と対照すれば,こ こで の 用法 は,"To say

frankly,you are wrong."の ような文の 不

定司句(下 線部)を 思い起 こさせ る。

(11)deの"其"を"若,雖"の 接尾辞 とみ

なす説 もあるが,そ うしなければな らない積

極的な理由 もない よ うである。 これ らの語の

後に必ず"其"が あ るわけで は な い の だ か

ら。む しろ,こ れ らの語が導 く前提節 では,
"其"を もつ節 がよ く使われることか ら

,複

合 してい るように解釈 されるよ うにな った と

い う仮説を提 出す ることもできる。

3.3.2.帰 結節

帰結節に"其"を 主語に もつ節が使 われ る

こともある。以下 の例では下線部=帰 結節。

(12)a不 穀有事,其 告子也。(昭12)「 わたし

がおまえに用事 がで きた ら,呼 び にや ろ

う。」

b牛 雖瘠,〓 於豚上,其 畏不死。(昭16)

「牛 はやせていても豚の上に倒れれば,豚

は恐れて死ぬに決 まっている。」

c諸 侯不知,其 謂我不敬。(昭20)「 諸侯

はそれ とは知 らない で,我 々が神を敬わな

いのだ とい うだろ う。」

d王 心弗堪,其 能 久乎。(昭21)「 王の心

は(そ の鐘の音に)堪 えられないだろ うか

ら,王 は長生 きできないだろ う。」

e是 夫也,其 過三歳乎。(昭29)「 この男

は,き っと三年 も永 らえないだ ろ う。」

上例の帰結節は,意 志,推 測,反 語……な

どの意味を もつ。 これはやは り,"其"を 主

語に もつ節が仮定法的 ムー ドをもつ ことが原

因で,コ ンテクス トによ り,上 記の様々な解

釈を許す表現にな った もの と思われ る。以下

に示す英語の独立不定詞構文 と,構 造の面か

らも,機 能の面か らも類似の構文であろ う。

(13)a To be young again!「 もう一度わか

くなれた ら!」

b To think that a boy should go ab-
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road for himself.「 考 えて もご らん な さ

い,男 の子が独 りで外国に行 くなんて。」

c I to marry him!「 わた しが彼のお嫁

さんにな るなんて!」

さて注意 していただ きたいのだが,(12)eは,

実は,「 前提節」が 「節」にな って い な い。
"是夫也"と い う一句 のみである(「 この男に

ついて言えば」 ぐらいの意味 で あ ろ う)。し

か し,帰 結節に密着 してい るものではない こ

とは,助 詞"也"の 存在が示 してい る。そ し

て,本 稿が主張するのは以下のこ とであ る。

つ ま り,(12)の諸例 のような 帰 結 節 を もち,

「前提節」が(12)eのよ うに名詞句一個にな り,

それが(12)eよりも,も っと帰結節に密着 した

とき,本 稿で問題に してい る,

(14)[王 室[其 有間王位]](昭26)

前提節由来 帰結節

のよ うな構造 ができあが った。

4.結

これ までに述べて きたこ とをまとめる と次

のよ うになる。

・三人称代名詞"其"の 用法 の展開

I.属 格

II.名 詞的表現にな った節の主語

a.主 語,目 的語 にな る節の主語

b.従 属節の主語

1.前 提節 の主語

2.帰 結節の主語

III.外 置構文の標識

さて,こ の説 明は,筆 者 自身 が挙げた,こ

の問題 の妥当な解決 として認 められ るための

二つ の条件(§2.3.)

甲.主 語の焦点化(の 説明)。

乙.仮 定 のムー ド(の 説 明)。

を満 たしてい るか。

乙 は問題ない。甲については,次 の ように

言える。つ まり,主 語 と述語の間に"其"が

挿入 され ることに より,主 語は,[其]

となる帰結節の,前提節 としてあつかわれ る。

前提節 とは,新 しい情況 などを,聞 き手 と話

し手の共通の前提 にす るため,も ちだす もの

であるか ら,[前 提節 あつかい]〓[焦 点化]

とい える。 よって,"其"の 挿入は,§2.1.2

で挙げたハ ワイの ピジン英語が,代 名詞の挿

入に よって主語を外置 し,焦 点化す るの と,

同様の効果 をもた らす ことに な る。[主語―

其―述語]と い う形式の構文だけを とりだし

て"其"の 機能 をい うな ら,主 語を外置す る

役割を果 たしてい るとい って よい。

その他,"其"を 代名 詞由来 のもの と考 え

るな ら,そ の前の主語 が一 ・二人称の代名詞

であ る場合,"其"と の人称の一致 が 問題 に

な るわけだが,こ れは,§2.1.2.で 述べた よ

うに,標 識化す る過程 で一致をす る機能を失

った と解釈 したい。思 うに,上 述のIIb,III

の"其"は すでに代名詞 とい うより,文 法的

な標識 に近 くな っているのではないだろ うか。

また,"其"は 上 のIIaの 場合(誰 に で も

代名詞 と認め られ る場合)で も,話 し手/聞

き手 を指す ことはよ くあ る。

(15)若 羈i(話 し手)也,則 君知其i出 也,

而未知其i入 也。(定1)「 わた しな どは,

君はわた しが(お 供を して)出 た心は知 っ

てい るが,わ た しが帰る とい うことは知 ら

ない。」
"其"の 前 に一 ・ご 人称 の代名詞が くるの

もそれほ ど不 自然ではない のではないだろ う

か。

<注>

1)本 稿 は,中国語学会第38回 全国大会('88.

10.30.於 神戸市外 国語大学)で 口頭発表 し
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た もの の一部 に手を入れ文章化 した もので

ある。 当 日,コ メン トを寄せ て下 さった方

々に感謝 を申 し上 げ る。また,文 章化に あ

た って,古 屋 昭弘先 生,畏 友秋谷裕幸君 に

いろいろ ご指摘いただいた。あわ せて感謝

を申 し上げ る。無論,本 稿 の不備 な点はす

べて筆者一人の責任に帰す るものである。

2)現 代 日本語訳は,『 新釈漢文 体 系33春

秋左氏伝』(鎌 田正,明 治書院)に 負 うと

ころが大 きい。

3)焦 点化 とは,発 話 の中にある要素を特に

際立たせ る(聞 き手 に強 く印象づけ る,聞

き手の視点をそ こにひ きつける)作 業 であ

る。具体的には,ス トレスを置 く,有 標 な

位置 に移動 させ る,と い った操作であ るこ

とが多い。 本稿 で問題にす る構造は,「 有

標 な位置へ の移動」を焦点化のための操作

として行 っている。

以下,英 語 の焦点化の例 を 幾 つ か 挙 げ

る。 以下 の例 では,aに 比べてbは 下 線部

が焦点化 され てい る。

1 a. A car ran over Mike yesterday.

b. Mike was run over yesterday.

2 a. Mike was run over yesterday.

b. It is yesterday that Mike was run

over.
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